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今
年
は
、
昭
和
100
年
、
戦
後
80
年
の

節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
私

個
人
の
語
り
継
い
で
来
た
話
を
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
父
方
の
祖
父
母
は
、
群
馬
県
榛
名
山

の
麓
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
関
東
平
野
が
、
見
渡
す
事
の
出
来
る

所
で
す
。
祖
母
が
８
才
の
時
に
関
東
大

震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
３
日
間
、
夜

に
な
る
と
東
京
方
面
の
空
が
赤
く
染

ま
り
、
大
変
な
事
が
起
き
て
い
る
と
思

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
祖
父
は
、
三
鷹

に
来
た
時
、
家
の
近
所
を
散
歩
に
行
く

と
、
戦
時
中
に
富
士
重
工
で
働
い
て
い

た
事
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
と

は
変
わ
っ
た
風
景
を
眺
め
て
、
昔
の
記

憶
を
思
い
出
し
て
い
た
み
た
い
で
す
。 

　
母
方
の
叔
父
は
、
南
方
の
島
で
戦
病

死
し
て
い
ま
す
。
戦
地
か
ら
母
達
兄
妹

の
事
を
案
ず
る
細
か
い
字
で
び
っ
し

り
書
か
れ
て
い
た
手
紙
が
、
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。ま
た
、修
学
旅
行
で
、広

島
を
訪
ね
た
際
に
原
爆
ド
ー
ム
の
前

で
、
被
爆
者
の
方
か
ら
聞
い
た
話
は
、

今
で
も
脳
裏
に
残
っ
て
い
ま
す
。
 

　
災
害
に
対
し
て
も
同
様
で
す
。
私
も

含
め
多
く
の
方
が
経
験
し
た
、
東
日
本

大
震
災
発
生
時
の
記
憶
は
、
一
人
一
人

に
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
大
津
波

の
恐
怖
を
目
の
当
た
り
に
し
、
14
年
の

年
月
が
経
ち
知
ら
な
い
世
代
も
増
え

て
来
て
い
ま
す
が
、
先
日
の
カ
ム
チ
ャ

ッ
カ
半
島
沖
地
震
の
際
、
津
波
に
対
し

迅
速
な
避
難
が
行
わ
れ
、
危
機
意
識
の

高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。
語
り
継
い
で
来

た
か
ら
こ
そ
の
行
動
だ
と
思
い
ま
す
。

地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
普
段
か
ら
備
え
る
事
は
で
き
ま

す
。
少
し
で
も
不
安
を
取
り
除
き
ま
し

ょ
う
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
無
し
」昔
か

ら
の
言
い
伝
え
。
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「
語
り
継
ぐ
」
 

再生紙を利用しています

ホームページには 
詳細な情報を掲載 
しています。 
ぜひご覧ください。
https://www.mitaka-cc.jp/iguchi 
Email: iguchi-cc@mitaka-cc.jp

井口コミュニティ・センター 
開館日・開館時間 
平日 10 時～21時 
日曜 10 時～17時 

※木曜・祝日は休館日 
※振替休日は17時まで開館

 11 月の休館日 
   3  日㈪　文化の日 
   6  日㈭・13日㈭ 
  20日㈭・27日㈭ 
  23日㈰　勤労感謝の日 

西部地区住民協議会の広報紙 
『コミュニティにしみたか』は、
井口、深大寺、野崎（２～４丁
目）の各地域に、無料で全戸配
布しています。

コミュニティセンターは 
"文化の風の通り道 
　知恵や友情の 
             湧くところ" 
　地域の文化を持ち寄り 
　つくる  コミュニティ 
　地域の連帯と 
　　防災の拠点として
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藺
10
月
８
日
事
務
局
長
連
絡
会
が
開
催
 

　
さ
れ
た
。ま
た
、10
月
17
日
住
協
の
在
　
 

　
り
方
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
が
 

　
参
加
し
た
。両
会
議
に
お
い
て
、事
務
 

　
局
機
能
法
人
化
の
準
備
と
し
て
、
統
 

　
一
の
業
務
ア
プ
リ
導
入
の
進
捗
状
況
 

　
が
報
告
さ
れ
た
。ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
 

　
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間
や
夜
間
 

　
勤
務
シ
フ
ト
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
 

　
が
行
わ
れ
た
。
 

  

藺
令
和
７
年
９
月
の
利
用
状
況
 

　
　
　
　
CC
利
用
者
　
５
，
９
４
４
人
 

　
　
部
屋
利
用
率
平
均
　
３
０
・
６
％
 

  ＊
10
月
役
員
会
報
告
 

【
報
告
事
項
】
 

蘆
９
月
27
日
に
住
協
の
会
計
役
員
、
監
 

　
査
役
員
に
よ
る
会
計
監
査
を
実
施
。
 

　
令
和
７
年
度
前
期
の
予
算
が
適
切
に
 

　
執
行
・
会
計
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

　
を
確
認
し
た
。
 

蘆
避
難
所
立
ち
上
げ
研
修
に
つ
い
て
、
 

　
12
月
15
日
㈪
18
時
30
分
〜
20
時
30
分
 

　
井
口
小
学
校
体
育
館
で
実
施
す
る
こ
 

　
と
が
決
定
し
た
。
 

【
役
員
会
協
議
事
項
】
 

蘆
三
鷹
市
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
運
営
部
 

　
会
に
住
協
か
ら
派
遣
推
薦
す
る
委
員
 

　
を
決
定
し
た
。
 

【
運
営
委
員
会
協
議
事
項
】
 

蘆
年
末
年
始
休
館
日
前
後
２
日
間
の
閉
 

　
館
時
間
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
17
時
 

　
閉
館
で
運
用
し
て
き
て
い
た
が
、
通
　
 

　
常
の
開
館
規
定
ど
お
り
21
時
（
日
曜
 

　
日
は
17
時
）
閉
館
と
す
る
。
こ
れ
は
、 

　
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
で
一
 

　
斉
に
適
用
す
る
。
 

　
以
上
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。
 

 

 　
９
月
の
利
用
状
況
計
１
，０
０
０
人
 

◆
図
書
室
開
室
（
貸
出
）
時
間
 

　
平
日
：
10
時
〜
午
後
８
時
45
分
 

　
　
　
　（
午
後
１
時
〜
６
時
）
 

　
日
曜
：
10
時
〜
午
後
４
時
45
分
 

　
　
　
　（
午
後
１
時
〜
４
時
45
分
）
 

※
毎
月
第
一
月
曜
日
は
図
書
整
理
の
た
 

　
め
休
室
 （
返
却
は
可
能
）。
 

 ◇
新
着
本
◇
（
予
定
・
一
部
抜
粋
）
 

　
理
系
脳
を
つ
く
る
  食
べ
ら
れ
る
実
 

　
験
図
鑑
　
　
　
　
　
　
中
村
　
陽
子
 

　
春
立
つ
風
　
　
　
　
あ
さ
の
あ
つ
こ
 

　
あ
あ
う
れ
し
い
　
　
　
畠
中
　
　
恵
 

　
僕
に
は
鳥
の
言
葉
が
わ
か
る
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
俊
貴
 

　
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
　
楾
　
　
大
樹
 

　
任
侠
学
園
　
　
　
　
　
今
野
　
　
敏
 

　
ポ
ン
コ
ツ
一
家
　
に
し
お
か
す
み
こ
 

　
体
の
声
を
聞
く
こ
と
で
生
理
が
楽
に
 

　
な
る
　
　
　
　
　
　
　
安
部
　
雅
道
 

　
オ
ラ
ン
ダ
人
の
シ
ン
プ
ル
で
す
ご
い
 

　
子
育
て
　
　
　
リ
ナ
・
マ
エ
・
ア
コ
 

　
自
分
で
考
え
て
動
く
力
が
つ
く
最
高
 

　
の
育
て
方
事
典
　
　
　
小
泉
　
敏
男
 

　
老
け
な
い
人
は
何
を
食
べ
て
い
る
の
 

　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
由
香
子
 

　
墳
墓
記
　
　
　
　
　
　
髙
村
　
　
薫
 

　
新
た
な
明
日
　
助
太
刀
稼
業
（
三
）
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
　
泰
英
 

　
新
　
本
所
お
け
ら
長
屋
（
三
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
山
　
健
二
 

　
三
河
雑
兵
心
得
16
関
ケ
原
仁
義（
中
）　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
　
忠
政
 

 【
長
期
休
館
に
伴
う
お
知
ら
せ
】
 

　
11
月
12
日
ま
で
は
、
通
常
ど
お
り
図

書
の
貸
出
を
行
い
ま
す
。
 

　
返
却
に
つ
い
て
は
、
12
月
28
日
ま
で

は
返
却
ボ
ッ
ク
ス
を
玄
関
前
に
配
置
す

る
予
定
で
す
（
木
・
祝
以
外
）。
工
事
の

状
況
に
よ
っ
て
は
変
更
も
あ
り
得
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
に
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
 

西
部
住
協
だ
よ
り

７
住
協
ニ
ュ
ー
ス

https://susiyosi.dweb.jp

＊
11
月
役
員
会
 

　
　
11
月
12
日
㈬
　
18
時
30
分
〜
 

  図
書
室
だ
よ
り

コ
ミ
セ
ン
だ
よ
り

仮設トイレの組み立て
「わー！どうしよう！」次々と起こる出来事に、避難所に
なる二中体育館の平面図を囲んで各チーム真剣な話し合い

応急給水栓を確認 防災倉庫の中身もチェック

日赤奉仕団の皆さんの指導で 
三角巾包帯法を学ぶ

車イスの介助体験は西部地域包括 
センターのスタッフが担当

新たに導入された避難所用パーテーションを組み立ててみる

二中の防災授業―避難所運営を体験してみたよ！ 
中学生になったら「共助」の一員。いざというとき地域を支えるために 

　9月に第二中学校で、避難所の開設や運営について学ぶ
防災の授業がありました。指導は NPO 法人 Mitaka 
みんなの防災。市民や地域の「共助」のチカラ向上を支援
し、ネットワークづくりを進める団体です。 
授業の様子をのぞいてみました。 

　
ピ
ン
ポ
ー
ン
、
ピ
ン
ポ
ー
ン
と
鳴
り

響
く
音
と
と
も
に
、
次
々
と
ア
ナ
ウ
ン

ス
さ
れ
る
避
難
者
の
到
着
。「
多
摩
地
区

に
大
地
震
が
発
生
し
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

途
絶
し
た
冬
の
夜
」
と
い
う
想
定
で
始

ま
っ
た
の
は
「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
」。

避
難
所
を
運
営
す
る
の
は
８
人
ほ
ど
の

チ
ー
ム
に
分
か
れ
た
二
中
の
１
年
生
た

ち
で
す
。
 

　
読
み
上
げ
ら
れ
る
避
難
者
情
報
、
そ

し
て
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
。
各

チ
ー
ム
は
模
造
紙
の
二
中
体
育
館
平
面

図
を
囲
ん
で
、カ
ー
ド
に
書
か
れ
た「
持

病
が
あ
る
」「
車
イ
ス
使
用
」「
犬
を
連
れ

て
き
た
」
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
て
部

屋
割
り
を
決
め
、
災
害
対
策
本
部
の
連

絡
や
到
着
す
る
物
資
、
苦
情
な
ど
へ
の

対
応
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
 

　
ゲ
ー
ム
時
間
の
約
45
分
の
間
に
、
避

難
所
に
は
22
世
帯
が
到
着
し
、
12
件
の

出
来
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。
 

　「
ア
セ
っ
た
〜
」「
両
親
を
亡
く
し
た

幼
児
た
ち
が
連
れ
て
来
ら
れ
た
と
き
は

ど
う
し
よ
う
と
思
っ
た
」
と
話
す
生
徒

た
ち
。
こ
の
日
９
月
22
日
の
防
災
授
業

で
は
、ほ
か
に
校
内
設
備
の
見
学
、避
難

者
用
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み
立
て
も

行
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
26
日
に
行
わ
れ
た
２
年
生
の

防
災
授
業
で
は
仮
設
ト
イ
レ
を
組
み
立

て
、
災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題
や
要
配
慮

者
へ
の
対
応
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
 

　
想
定
外
の
事
態
に
も
考
え
話
し
合
っ

て
判
断
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た

み
ん
な
。「
小
学
校
で
学
ん
だ『
自
助
』に

加
え
て
中
学
生
は
『
共
助
』。
二
中
を
一

番
知
っ
て
い
る
生
徒
な
ら
、
で
き
る
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に

大
き
く
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。
 

（
編
集
部
・
宇
山
陽
子
）

555号.qxp_レイアウト 1  2025/10/27  11:58  ページ 2



 
藺
反
射
材
と
明
る
い
色
の
目
立
つ
服
装
で
 

　
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
 

　
過
去
５
年
間
で
は
、
午
後
４
時
か
ら
午
後

６
時
の
時
間
帯
に
歩
行
者
の
交
通
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

　
夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
車
両
か
ら
見
え
や

す
い
服
装
と
反
射
材
を
活
用
し
て
、
交
通
事

故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
 

藺
自
転
車
利
用
者
の
方
へ
 

　
市
内
で
は
自
転
車
の
交
通
違
反
が
原
因

と
な
る
事
故
や
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
転
倒

し
、
け
が
を
す
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
 

　
特
に
事
故
の
多
い
交
差
点
や
横
断
歩
道

の
手
前
で
は
、
一
旦
停
止
し
、
車
両
や
歩
行

者
が
い
な
い
こ
と
を
自
ら
の
目
で
確
認
し

て
か
ら
進
み
ま
し
ょ
う
。
 

　
来
年
４
月
か
ら
は
、
自
転
車
の
違
反
行
為

も
反
則
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

　
改
め
て
交
通
ル
ー
ル
を
見
直
し
て
、
安
全

な
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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全
国
地
域
安
全
運
動
期
間
中
の
各
種
 

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
大
勢
の
方
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
防
犯
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
一

層
強
化
さ
れ
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
に

広
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
  

　
さ
て
、
今
回
は
最
近
増
え
て
い
る
特

殊
詐
欺
の
新
手
と
な
る
郵
便
局
員
を
名

乗
る
手
口
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
、
電
話
会
社
を
騙
る
手
口

や
役
所
、
警
察
官
を
名
乗
る
手
口
を
ご

紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
度
は
郵
便

局
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
  

　
こ
れ
ま
で
同
様
、
突
然
知
ら
な
い
番

号
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
知

ら
な
い
番
号
に
は
出
な
い
、
留
守
番
電

話
で
一
度
確
認
す
る
と
い
っ
た
対
策
を

と
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
郵
便

局
か
ら
と
な
る
と
身
近
な
分
『
何
だ
ろ

う
？
』
と
思
わ
ず
電
話
に
出
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
特
殊
詐
欺
の
犯
人
は
そ
こ

が
狙
い
な
の
で
す
が
、
ま
ず
は
音
声
ガ

イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
て
き
て
、
 

▽
株
式
会
社
日
本
郵
便
で
す
。
確
認
し 

　
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す 

 

▽
お
客
様
に
お
届
け
す
る
配
送
物
に
破 

　
損
が
生
じ
ま
し
た 

 

▽
係
員
の
説
明
が
必
要
な
方
は
０
番
を 

　
押
し
て
く
だ
さ
い
 

と
、続
き
ま
す
。こ
こ
で
誘
導
に
の
っ
て

し
ま
う
と
ニ
セ
の
係
員
に
つ
な
が
り
、

配
達
手
続
き
に
必
要
だ
か
ら
と
名
前
や

住
所
、
生
年
月
日
を
聞
き
出
し
て
き
ま

す
。こ
の
ウ
ソ
の
話
に
乗
る
と
、銀
行
口

座
や
預
金
残
高
を
聞
き
出
さ
れ
、
最
後

に
は
お
金
を
騙
し
取
ら
れ
て
し
ま
う
の

で
す
。
  

　『
知
ら
な
い
電
話
番
号
に
は
出
な
い
』

と
い
う
こ
と
が
最
大
の
対
策
で
す
が
、

う
っ
か
り
電
話
に
出
て
し
ま
っ
た
場
合

に
も
、ま
ず
落
ち
つ
い
て
く
だ
さ
い
。犯

人
は
何
と
か
電
話
を
切
ら
せ
な
い
よ
う

に
あ
れ
こ
れ
話
し
て
き
ま
す
が
 「
確
認

し
て
折
り
返
し
電
話
す
る
」
と
電
話
を

切
っ
て
く
だ
さ
い
。「
地
元
の
警
察
に
相

談
し
ま
す
」
と
自
信
を
持
っ
て
犯
人
に

告
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
三
鷹
警
察

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
内
容
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
対
策
を
強
め
て
参
り

ま
す
。

　
 
　
言
葉
の
履
歴
書 

 
  　

　
 

　
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
吹
き
荒
 

れ
る
冷
た
い
強
風
は
、
木
を
枯
ら
す
と

い
う
意
味
か
ら
「
木
枯
こ

が

ら
し
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。
葉
を
吹
き
落
と
さ
れ
た
落
葉

樹
は
裸
木
の
状
態
に
な
り
ま
す
が
、
楢な

ら

や
櫟く

ぬ
ぎ
な
ど
は
枯
葉
を
つ
け
た
ま
ま
越
冬

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
枯
れ
死
し
た
わ
け

で
は
な
く
、「
枯
木
立

か
れ
こ
だ
ち

」
つ
ま
り
「
冬
木

立
」
な
の
で
す
。
 

　
そ
う
し
た
枯
れ
木
に
花
が
咲
く
こ
と

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。「
枯
れ
木
に
花
が

咲
く
、
略
し
て
「
枯
れ
木
に
花
」
と
い
え

ば
、
衰
え
て
い
た
も
の
が
再
び
栄
え
る

と
き
に
使
わ
れ
る
こ
と
わ
ざ
で
す
が
、

本
来
は
あ
り
得
な
い
こ
と
が
実
現
す
る
　
 

　
 
こ
と
の
た
と
 

え
。「
仲
人
の

口
は
枯
れ
木
 

に
花
」
の
よ

う
に
、
言
葉

を
飾
っ
て
人

を
欺
く
ケ
ー
ス
に
も
用
い
ら
れ
ま
し

た
。
 

　「
枯
れ
木
も
山
の
賑
わ
い
」
は
、
枯
れ

木
で
も
山
に
趣
を
添
え
る
こ
と
か
ら
、

つ
ま
ら
ぬ
も
の
で
も
な
い
よ
り
は
ま
し

と
い
う
意
味
の
こ
と
わ
ざ
。
 

　
会
合
に
人
を
誘
う
と
き
「〝
枯
れ
木
 

も
山
の
賑
わ
い
〞
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
出
 

席
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
、「
失
礼

だ
」
と
し
か
ら
れ
た
人
が
い
ま
し
た
。

「
枯
れ
木
に
花
」
と
い
う
表
現
も
、
失
礼

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
使
い

ま
し
ょ
う
。
 

美術・骨董品買取 
絵画・掛軸・茶道具・古書 

きもの・陶器 

見積・査定・出張無料 

一 点 鐘  
三鷹市野崎3-8-16 
0120-888-460

生徒募集  
 そろばんを習うと 

　暗算の力がつき計算に強くなり 

　　　　　算数が好きになります 

新入生は毎月始め 
小学校１年生より 

☎0422-31-5036 
指定教場　東光珠算塾 
三鷹市深大寺2-5-5（東野住宅内）

交
通
だ
よ
り

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ニ
ュ
ー
ス

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
広
場 

◆
介
護
予
防
講
座 

　
～
歩
い
て
作
る
元
気
な
ジ
ブ
ン 

　
　
　
　
　
☆
ご
近
所
散
歩
☆
～ 

　
健
康
に
良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
。
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
井
口
３
丁
目
に
あ
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
＆
ス
パ
レ
ア
レ
ア
三
鷹
店
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
レ

ッ
ス
ン
を
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。
正
し

い
歩
き
方
や
呼
吸
法
を
知
り
、
よ
り
効

果
的
な
歩
き
方
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。
 

【
内
　
容
】
　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
 

　
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
・
呼
吸
 

　
法
の
レ
ッ
ス
ン
／
近
隣
を
み
な
さ
ん
 

　
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

【
日
　
時
】
12
月
19
日
（
金
）
 

　
　
　
　
　
10
時
か
ら
11
時
30
分
 

（
雨
天
時
は
室
内
で
実
施
）
 

【
場
　
所
】
レ
ア
レ
ア
三
鷹
店
 

（
三
鷹
市
井
口
３
│
６
│
４
）
 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
方
で
、
１
㎞
 

　
　
　
 　
程
度
を
続
け
て
歩
け
る
方
 

【
持
ち
物
】
歩
き
や
す
い
服
装
・
運
動
靴
 

　
　
　
 　
着
用
・
飲
み
物
 

【
参
加
費
】
無
料
 

【
申
　
込
】
11
月
４
日
㈫
受
付
開
始
。
 

　
み
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
 

　
お
電
話
ま
た
は
左
記
の
二
次
元
コ
ー
 

　
ド
か
ら
。
 

  【
お
問
合
わ
せ
】
 

　
み
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
　
 

　
℡
０
４
２
２
―
７
６
―
１
２
７
１
 

防
犯
だ
よ
り

 

枯
れ
木
に
花

地区

   

　
11
月
９
日
（
日
）
か
ら
15
日
（
土
）
ま

で
の
一
週
間
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。
 

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
都
民
の
皆

様
に
防
火
防
災
意
識
や
防
災
行
動
力
を

高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の

発
生
を
防
ぎ
、
万
が
一
発
生
し
た
場
合
に

も
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
火
災
か
ら

尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。
 

　
火
災
予
防
運
動
の
ポ
ス
タ
ー
は
、「
大

切
な
思
い
出
と
未
来
を
守
る
た
め
に
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、

消
防
署
等
に
掲
示
し
、
火
災
予
防
を
広

く
都
民
の
皆
様
に
呼
び
か
け
ま
す
。
 

　
こ
の
機
会
に
、
火
元
の
確
認
や
防
火

対
策
な
ど
、
ご
家
庭
の
防
火
対
策
も
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
 

大
沢
出
張
所
管
内 

　
令
和
７
年
９
月
１
日
〜
９
月
30
日
 

　
火
災
件
数
　
　
　
　
　
　
　
０
件
 

　
救
急
出
場
件
数
　
　
　
２
４
３
件
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2025年  令和7年11月1日 コミュニティにしみたか 　第 555 号　⑷

 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会
 

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部 

連
　
利
史
 

　
夏
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
毎

日
暑
い
と
早
く
終
わ
っ
て
ほ
し
い
！
」

と
思
い
ま
す
が
、
い
ざ
終
わ
っ
て
し
ま

う
と
寂
し
く
な
り
ま
す
。
我
が
家
の
今

年
の
夏
の
思
い
出
を
い
く
つ
か
紹
介
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
 

①
コ
ミ
セ
ン
プ
ー
ル
 

　
今
年
も
行
っ
て
き
ま
し
た
！
コ
ミ
セ

ン
プ
ー
ル
。
 

　「
で
か
い
浮
き
輪
が
あ
る
と
い
い
よ
ね

っ
」
と
、
息
子
ら
に
お
小
遣
い
を
渡
し
た

ら
、武
蔵
境
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
で
マ

グ
ロ
の
浮
き
輪
を
買
っ
て
き
ま
し
た
。大

人
だ
っ
た
ら
買
わ
な
い
か
な
（
笑
）
 

▼
写
真
は
コ
ミ
セ
ン
の
入
口
前
で
撮
っ
た
 

　
写
真
で
す
。
２
人
は
家
か
ら
コ
ミ
セ
ン
ま
 

　
で
マ
グ
ロ
を
担
い
で
、
ど
や
顔
で
歩
い
て
 

　
ま
し
た
。
 

②
ひ
ま
わ
り
 

　
我
が
家
か
ら
井
口
コ
ミ
セ
ン
に
至
る

道
程
に
ひ
ま
わ
り
が
た
く
さ
ん
咲
い
て

い
ま
し
た
。
毎
年
ひ
ま
わ
り
が
咲
い
て

い
た
か
？
自
分
の
記
憶
が
定
か
で
は
な

い
の
で
す
が
、
今
年
は
こ
の
ひ
ま
わ
り

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
 

③
レ
コ
ー
ド
会
 

　
井
口
コ
ミ
セ
ン
の
珈
琲
「
遊
」
で
は
、

楽
し
く
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
る
だ
け
で
な

く
、
ウ
ク
レ
レ
の
演
奏
会
や
映
画
鑑
賞

会
な
ど
、
憩
い
の
場
と
し
て
様
々
な
楽

し
い
企
画
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
僕
も
、ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら『
み
ん
な

で
レ
コ
ー
ド
を
聴
こ
う
！
』
と
い
う
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
井
口
の
大
人
や
子
ど
も
が
集
ま
っ

て
、
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
開
催
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

▼
レ
コ
ー
ド
会
の
チ
ラ
シ
で
す
。レ
コ
ー
ド
 

　
の
針
を
落
と
す
瞬
間
の
イ
ラ
ス
ト
で
す
。 

　
 

　
今
年
も
楽
し
く
夏
を
過
ご
せ
ま
し

た
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
無
理
な
く
楽
し
く
地
域

活
動
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
 

印刷・出版などご相談に応じます

T.39-4844 F.34-0167

 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
 

　
  ス
ク
ー
ル
だ
よ
り

今月の行事ご案内 井口コミュニティ・センターへようこそ　TEL.32-7141
※費用の必要な申込は平日18:30まで、日曜日16:45までに窓口へ 
※行事で撮影した写真は、本広報紙及び井口コミセンホームページ 
　に掲載する場合があります。

行事名 日時 概　　　　　要 対象・募集人員・費用・申込など 場所・主催

地 域 福 祉 
コーディネーター
相 談 サ ロ ン 

14日㈮ 
10:00～11:30 

ご自身や家族の介護、子育て、生活費、 
ひきこもりのことなど、年齢を問わず、 
生活の中での困りごとについて相談を 
お伺いします。LINEでのご相談も受付中。

西部地区にお住まいの方／事前申
込は不要、直接会場へ／相談が重
なった場合は時間をずらして再度
お越しいただく場合があります

※西多世代交流セ
ンター（にしじど
うかん）2階／三鷹
市社会福祉協議会

井口子どものつどい 
大人も子どもも★ 
みんなで遊ぼう！ 

2日㈰ 
10:30～11:30 

11月の企画は「楽しくお食事会」です。 

（公財）こどもオポチュニティークラブから助成

子ども無料、大人500円/先着20
名（子ども優先）／漫画やゲーム
の持ち込みも可／みんな、来て
ね！

コミセン２階会議室　 
地域ケアネットワー
ク・にしみたかと西
多世代交流センター
の共催

よってらっしゃい 
に し み た か 

17日㈪ 
13:30～15:00 

11月の企画は「ラフターヨガ（笑いヨガ）」です。
鈴木先生による日常で使える楽しい手話教室もあり
ます。※11月は西多世代交流センター（にしじどう
かん）2階で開催となります。

市民／事前申込は不要／先着20
名程度／参加費：無料／飲み物持
参／詳しくはケアネット・にしみ
たか事務局地域ケア推進係（29-
9235）まで

歌集の貸出し有り／市民／無料／
直接おいでください

※西多世代交流センタ
ー（にしじどうかん）
2階／地域ケアネット
ワーク・にしみたか

※西多世代交流セン
ター（にしじどうか
ん）2階　文化部会

あ そ び と 
おしゃべりの会 

18日㈫※ 
10:30～12:00 

あそびや育児のおしゃべり交流会です。三鷹助産師協会や保育
園の保育士・栄養士・看護職が交代で参加し、相談を受付ます。 
※R7年11月～3月の期間は井口CCの工事閉館に伴い、月
1回第3火曜日・深大寺地区公会堂へ変更となります。

対象：0～3歳児の親子/無料/直
接おいでください

※深大寺地区公会堂 
三鷹市子ども家庭
支援センターすく
すくひろば

ラジオ体操会 
2・9・16・
30㈰ 
9:00～9:15 

ＣＤラジカセに合わせてラジオ体操第１と第２を続
けて行います。親子でのご参加もお待ちしておりま
す。

どなたでも無料で参加できます。 
※雨天中止 コミセン裏の広場

歌 声 広 場 20日㈭ 
13:00～15:00 

楽しく歌って明るく健康に！懐かしい歌を皆さんで。 
※11月は会場が西多世代交流センターになります

１本５00円／実費
※東野地区公会堂 
深大寺2-9-8 
厚生部会

包 丁 研 ぎ 19日㈬ 
10:00～11:30 

ご家庭の切れなくなった包丁を研ぎます。諸経費の高騰
等により、4月から１本５００円になりました。＊セラミ
ック包丁は砥げませんのでご注意ください。 
※11月から東野地区公会堂駐輪場に会場変更。

デ ジ タ ル 
相 談 サ ロ ン 

25日㈫ 
①14:00～14:50 
②15:00～15:50 

スマートフォン・タブレットの操作やお困り
ごとなど、ご相談ください。 
※11月は井口CC工事閉館のため東野地区公会
堂で開催。ご利用のスマートフォン機器持参。

事前申込制：まちづくり三鷹・電
話40-9669またはQRコードに
て）各時間帯ごと先着2名／無料

※東野地区公会堂 
三鷹市コミュニテ
ィ創生課・まちづ
くり三鷹

子どものための 
ク リ スマス会 

12月7日㈰ 
10:30～12:00

クリスマスソングを手話で歌おう♪折り紙や宝さが
しゲームなど。体育館で文化部会スタッフがお待ち
しています／講師：手話鈴木先生、折り紙小林先生

市民（未就学児～小学校低学年程
度）／先着30名／参加費：無料／
申し込みは窓口またはお電話で

コミセン体育館 

文化部会

▶カメラのセンスはお許し 
　ください。
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